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No.6 柳瀬川流域水循環マスタープラン 

計画の 

概要 

①計画名、策定年月：柳瀬川流域水循環マスタープラン、平成１７年３月 
②対象流域または対象行政区界：柳瀬川流域 
③策定の枠組み：策定主体 柳瀬川流域水循環マスタープラン検討会 

（事務局 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所） 

検討期間 平成１２年２月～平成１７年３月 
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策定の背

景、目的 

①背景 

新河岸川流域で、流域の総合的な整備・保全・管理を目指すため、河川環境のみ

ならず、都市環境や熱環境などの地域特性を踏まえた水環境系の健全化に関する総

合的なマスタープランを策定することとなり、新河岸川の一次河川である柳瀬川流

域を取り上げ、先行して計画作成を行うこととなった。 

 

②計画の基本目標 

柳瀬川流域水循環マスタープランの計画理念： 

「人と水とみどりがつながりあう魅力ある流域づくり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況把握 流域（行政区域）の現況 

幹線延長 ：１９．６ｋｍ 

流域面積 ：９５．５ｋｍ２ 

土地利用 ：市街地５５％ 

人口   ：約６３万人 
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課題 ①水環境 

・治水・利水 

流域的視野での治水を考えていく必要がある。 

・水量、水質 

平常時における水質の改善と水量の回復を進める。 

・市民とのふれあい 

水辺の親水空間を整備する。 

 

②自然環境 

・生物多様性 

生物多様性の保全回復を進める。 

 

対策の 

方針 

対策の基本方針 

基本方針の体系 
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具体的対

策の概要

と評価 

①具体的対策の概要 

基本方針ごとに以下のように施策をまとめる。 
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②関係主体の連携（推進体制） 

推進体制：柳瀬川流域水循環マスタープラン推進協議会（仮） 

参加主体：行政関係者、学識関係者、市民 

 

③対策効果の評価 

取り組みの実施状況と水循環の観点から見た流域の状況を把握するために指標

を設定し、観測する。各指標は、毎年連続して観測を行うもの、５年に１回程度綿

密に観測を行うものの２種類を設け、誰が・いつ・どのように観測するかを定める。

また、モニタリング結果を用いて取組状況や流域の状況を評価するためにチェッ

クリストを作成する。 

 

 

策定時の

住民の関

わり 

協議会への参加 

 柳瀬川流域水循環マスタープラン検討委員会の委員として、数グループの住民団

体の代表が参加している。 
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